
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
提
出

質

問

第

七

二

号

二
・
二
六
事
件
の
裁
判
記
録
公
開
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

中

島

政

希
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二
・
二
六
事
件
の
裁
判
記
録
公
開
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
・
二
六
事
件
の
裁
判
記
録
の
公
開
に
つ
い
て
、
前
回
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
四
号
）
の
内
容
を
ふ
ま
え
再
度
質

問
す
る
。

一

前
回
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
二
・
二
六
事
件
の
裁
判
記
録
の
う
ち
、
死
刑
又
は
無
期
の
禁
錮
に
係
る
裁
判
書
を
「
保
管
記

録
」
と
称
し
、
そ
の
余
の
訴
訟
記
録
は
「
刑
事
参
考
記
録
」
と
称
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
「
保
管
記
録
」
、
「
刑
事
参

考
記
録
」
は
、
東
京
地
方
検
察
庁
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

二

「
保
管
記
録
」
の
閲
覧
許
可
の
権
限
者
は
「
保
管
す
る
検
察
官
」
、
「
刑
事
参
考
記
録
」
の
閲
覧
許
可
の
権
限
者
は
「
保

存
す
る
検
察
庁
の
長
」
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
場
合
、
双
方
と
も
東
京
地
方
検
察
庁
の
長
た
る
検
事
正
で
間
違
い
な
い
か
。

三

前
回
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
「
保
管
記
録
」
は
「
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
」
と
原
則
公
開
を
示
し
て
い
る
が
、
「
一
定
の
場
合
」
と
は
い
か
な
る
場
合
を
指
す
の
か
、
基
準
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
の
説
明
を
求
め
る
。

四

同
様
に
、
「
刑
事
参
考
記
録
」
に
つ
い
て
、
閲
覧
の
許
否
を
判
断
す
る
基
準
は
何
か
。

五

前
回
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
「
保
管
記
録
」
な
ら
び
に
「
刑
事
参
考
記
録
」
の
謄
写
の
申
し
出
に
対
し
て
、
検
察
庁
の
長
は

一



「
謄
写
の
必
要
性
、
弊
害
等
を
比
較
衡
量
し
て
そ
の
許
否
を
判
断
」
と
あ
る
。

�

許
否
の
判
断
は
検
事
正
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
い
か
。

�

そ
の
場
合
、
判
断
基
準
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

二
・
二
六
事
件
の
裁
判
記
録
の
一
部
は
、
同
事
件
の
元
被
告
人
で
あ
り
無
期
禁
錮
の
判
決
を
受
け
た
池
田
俊
彦
氏
が
、
公

判
記
録
を
筆
写
し
「
二
・
二
六
事
件
裁
判
記
録

蹶
起
将
校
公
判
廷
」
と
し
て
出
版
（
一
九
九
八
年
・
原
書
房
）
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
前
回
答
弁
書
で
政
府
は
こ
れ
を
承
知
し
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
書
籍
の
存
在
は
学
界
の
み
な
ら

ず
一
般
に
も
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
が
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い
と
す
れ
ば
問
題
で
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を

問
う
。

右
質
問
す
る
。

二


